
ボランティアグループ活動助成交付金要綱 

 
（目的） 
第１条  この要綱は、ボランティアグループ活動助成交付金（以下「交付金」という。）に 

ついて必要な事項を定めるものとする。 

 
（交付金の対象） 
第２条 交付金の対象とするボランティアグループは、能美市社会福祉協議会ボランティア 

・コミュニティ活動支援センターに登録し能美市ボランティア連絡協議会に加入したグルー

プとし、次の各号に挙げる条件を備えたものとする。 

(１) 地域福祉の向上に資する活動を行うこと。 
(２) 活動実績が１年以上あること。（当該年度４月１日現在） 

(３) 活動する会員数が５名以上であること。 
(４) １８歳以下の者だけで構成されていないこと。 

(５) 活動に対し、実費相当額以上の金品を受け取っていないこと。 
(６) 市内で幅広く活動をしていること。 

(７) 原則として月１回以上の継続した活動をしていること。 

 
（交付額等） 
第２条 交付額等は、別表に定める基準によるものとする。 

２ 交付金は、能美市社会福祉協議会が定める予算の範囲内とする。 

 
（交付金の申請） 
第３条  交付金を受けようとするグループは、当該年度の定められた日までに交付金申請書 

（様式第１号）を能美市社会福祉協議会会長(以下、「会長」という)に提出しなければならない。 

 
（交付決定、通知） 
第５条 会長は、前条の申請を受けたときは、その内容を審査し、能美市社会福祉協議会の 

予算が決定した後、交付の可否及び交付額を決定し、通知するものとする。 
２ 前項の交付の決定を受けたものは、助成事業の変更（軽微な変更を除く）をしようとする

場合、若しくは助成事業を中止又は廃止する場合においては、交付金事業（変更・中止・ 
廃止）申請書（様式第２号）を会長に提出して承認を受けなければならない。 

 
（実績報告） 

第６条 交付金の交付を受けたグループは、その活動を完了したときは、年度または活動終了 
後１ヶ月以内にボランティアグループ活動実績報告書（様式第３号）を会長に提出しなけれ 

ばならない。 

 
（細則） 
第７条 この要綱に定めるもののほか必要な事項は、会長が別に定める。 

 
   附 則  この要綱は、平成１７年２月１日から施行する。 

        この要綱は、平成１９年４月１日から施行する。 
この要綱は、平成３１年４月１日から施行する。 

この要綱は、令和２年４月１日から施行する。 
この要綱は、令和３年４月１日から施行する。 

        この要綱は、令和７年４月１日から施行する。 

 



 
別表（第３条関係） 

 

対象区分 交付対象経費 交付額 限度額 備考 

ボ
ラ
ン
テ
䣵
ア
グ
ル
䤀
プ 

① グループ運営に 
要する経費 

 
② 実践活動に要す 

る経費 

 
③ 研修会、講習会 

等の参加費 

申請額に対する

経費の内容を審

査し、交付額を

決定 

50,000 円 

※毎年申請可能 
※器材の修繕費 

 に充てること 

ができる  

④ 活動に必要な器 

材の購入費 

交付対象経費 

の２／３以内 

※他のボランテ

ィアグループ

と共有できな

い器材等 
※前回申請より 

 １年は空ける 
 こと 

 

 
 

 
 

 


